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報告の内容
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報告の内容
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Part.1の
振り返り
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将来の社会が変わる

大きな転機を迎えた日本の教育の背景

大学入試が変わる

日本の教育が変わる



8

山下　一
楕円



9



10

山下　一
楕円



11



12

山下　一
楕円



13



14



15



16



17



報告の内容
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教育先進都市・神戸としてふさわしい教育とは？

ダイバーシティ

多様性

STEAM

自然
海と山

グローバル

芸術文化

震災 安心
安全
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中高一貫教育校が中学校と高校の
橋渡しを行い、さまざまな成果を共有
し、互いに高め合う取り組みを推進

中学校段階と高校段階の連続性を
意識した実践研究

25



政令指定都市が、先進的な教育を実践する為の公立中高一貫校の設置状況
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報告の内容
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各都道府県別公立併設型・中等教育学校の設置状況（2021 年度学校基本調査）

公立の併設型中高一貫教育校は38 都府県で、中等教育学校は16 都道県で、それぞれ設置されています。
全体として、41 都道府県の公立学校で中高一貫教育が導入されています。
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全国における中高一貫教育校の設置状況
実施形態別設置校数の推移（各年度学校基本調査）
併設型を中心に、設置校数が増加傾向。
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1980年代後半に入ると、東大合格者ランキングで、それ以前に都立ナンバースクールが上位を占めていた時
代に代わって、私立･国立の中高一貫校が数多く上位を占めるようになってきたことから、「大学受験における
中高一貫校の優位性」に注目が集まり、“中学受験ブーム”ともいえる受験熱の高まりが顕著になりました。

受験者は首都圏の数（首都圏模試センター制作）40



首都圏における公立中高一貫校の受検者

思考力

く

2021年入試/公立中高一貫校の
入試(適性検査)状況《※一部推定》

●志願者 18,852名（△ 645名）

●受検者 18,207名（△ 605名）
●合格者 3,840名（△ 440名）

●不合格者 14,367名（△165名) 41
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教科型（4科･2科）入試

公立中高一貫校の入試は適性検査

適性検査型（非教科型）入試

2024年度以降の大学入試



適性検査とは、知識を問わない入試
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適性検査の
具体的な内容は？
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（適性検査出題例）
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報告の内容
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東洋大学参与 石坂康倫 先生
元日比谷高校校⾧
元都立桜修館校⾧（公立中高㇐貫校）
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東洋大学参与 石坂康倫 先生
元日比谷高校校⾧
元都立桜修館校⾧（公立中高㇐貫校）
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東洋大学参与 石坂康倫 先生
元日比谷高校校⾧
元都立桜修館校⾧（公立中高㇐貫校）
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